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1語 学 教 育 の 方 法
ハ石 見 祥 子
わ た しが71年10月 か ら72年6月 まで い たL'lnstitutdesprofesseurs
deFrangaisbI'Etranger(通称IPFE)はParisIII(SorbonneNeuvelle)
に付 属 す る フ ラ ン ス語 教 師 の養 成所 で,以 下 は こ こで 学 んだ 語 学 教 育 法 に
つ い て わ た し な りに ま とめ たCompterenduで あ る。
1「伝統的」教育法の批判
1.言 語 はひ とつの体系 であ る
い うまで もな く言語 は共 同体 における コ ミュ ニケー シ ョン の手段 で あ
る。 しかし コ ミュニケー シ ョンの対象(伝 えるべ き事柄)が 同一 であ ると
い う理 由で,異 った言語 の間に共通点をみいだす ことはで きない。言語 の
相違 は,そ の言語 を構成す る各要素が他 の言語 の中 にげんみつに対応す る
同一 の要 素 を持 たない とい うい わば一対一対応 の不成立 だけでな く,ま ず
第 一 に各要 素の機能 の仕方の相違,い いかえれ ば表現形式 の相違 であ る。
われ われが外 国語 で書かれ た文章 を読 む と き,意 識のなかではつね に外
国語 → 日本語 の回路が ひ らい てい ると思 われ るが,こ の と きわれわれ は 目
指 してい るのは 「論理 の普遍性 」で あるか ら,二 つの言語が全 く別 の法則
で機能 してい るとい う事 実に案外気 をとめていない。
と ころで メッセー ジを受 け とめ る時 に さして不都合でないにして も,こ
れ る発 す る と きに.ど うい うことが起 きるだ ろ うか。
この と き逆 に 〔本語→外国語 の回路 がひ らくと,例 えば1頭 がいたむ」
場 合 フ ランス語Latetemefaitmal.はでて きて も一般 的 なJ'aimalh
lat色teはでて こない。 つ ぎに 「頭がい たむ」がJ'aimaltilatateと糸貴
び つい た として も,今 度 は 「心がい たむ」場合,日 本語 の連想が フ ランス
語 にあては め られ る(J'aimalaucoeur)と,これ ははっ きり伝 えよ うと
す る ことがずれ てしま う。 このよ うな連鎖 はけっして一部分 にと どまる も
ので はない。
た とえ伝 えるべ き事柄 は同 じで も表 現形式が この ようにちが うとい うこ
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2とは,異 った言語圏 に属す る人 々は対象 に対 して異 った分析方法 を持 って
い るとい うことを意味 してい る。 だか らあ る言語 の コ ミュ ニケー ションに
参加 す るとい うことは,あ る分析 方法 に身 をお くことに他な らない。
従来 の方法即 ち母国語 を使 って新 しい言 語を教 え る方 法は,異 なった分
析方 法 の表面 的 な対置 によって,新 しい 言語 の理解 を助け るよ りもむし ろ
その機 能 につい て無駄 な混乱 をまねい てい ると考 られ える。対 象→母 国語
→外国語 の従来 の図式 につい て,第 二 の項 はお とさなけれ ばな らない。
2.純 粋な言語は存在 しない
r純粋 な言語(langue)は言語 の個人的な実践(parole)を通 してしか実
現 しない。paroleとそれが相 手にひ きお こす行動の検討 に よって のみ,わ
れ われ は言 語の知識 に到 達す る」。(A.Martinet;E16mentsdeLinguisti-
qne96n6rale,P25)1
このよ うにして 「純粋」言 語(日 本語,lalanguefrangaise,一)の法
則は たて られ る。 しか し従来 の方法は言 語学者た ちの努力 の結果 を利用 し
てい るにす ぎない。paroleの検討段階 をお とした結果だ けの利用 には二重
の不合理 と混乱 とが ある。
第一 に,言 語 を知 ることは,「純粋」言語 の法則 を 知 ることか ら はじま
るのではない。 ことば をおぼ え る幼 児にまず文法を教 え る ものだ ろうか 。
子供 はparoleとい う実践 を通 して知 らず知 らず に 文法 を感得 してい くの
であ る。
第 二に,言 語 はつね に動い てい る。paroleは千 差万別 であ る。各個人 の
体 験の差(同 一 人 の ことばが各人 に もつ襖越 力の差 一 「あの人 の顔は月の
よ うだ」 の 「月1がAとBに 起 させ る イメー ジ)は 捨象す るとして も,全
体的 にみて,社 会階層,世 代,知 識,地 域 の差,日 本語にみ るよ うな男女差
等 に よ つてparoleは異 る。 そ して これ らの差 をな らした うえで も,話 し
こ とば と書 きことばは異 ってい る。(註 この場 合音声 と 文字 は 関与 しな
'いので
,文 学 の ように話 し ことばが書 きとめ られ る こともあれ ば,演 説 の
よ うに書 きことばが話 され ること もある)話 しこ とば のなかで ス ラング と
敬 語,書 きことば のなかで詩的 言語 と科学的言語 のよ うに極端 に異 るあ ら
われ方 があ る。最後にすべて をひ つ くるめて 現代 語 とした ところで,17世
紀語 と現代語が ちが うことはあ きらかだ し,現 時点 のparoleの総体 はお
そ ら く1年 前 のそれ と も異 ってい るはず であ る。
従来 の方 法はまずあ る言語法則 の仮定 の もとに,そ の法則が働 く例 とし
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3てparoleをあげ てい た。 こうい う演繹 法 自体 の弊害(た とえば例外,例
外 の洪水)は さてお くとして も,例 の え らび方 に混乱が あ りはしないか。
ス ラングや科学用語 はないにし て も,話 し ことば と書 きことばの区別 が な
く,脈 絡なしに古典文学か らの引用が 「マ リイはポ オル よ り背が高い」に
な らんでいた りす るのでは,学 習者 はparoleの多様 さに 目を くらま され
てしま うだ ろ う。
最近 の方 法は基本 にな るparoleを統… す る。
「人 々が使 うコ ミュニケー シ ョン として の言語」(PourParlerFrangais)
「一応 の教養 あ る青年が 使 うコ ミュニケー シ ョン としての言語」(LeFra-
ngaisetlaVie)
「パ リにおい て,一 応 の教養 を 持 っ た人 々が 使 う現代 フ ランス語 」(La
Franceendirect)
要領 を得 ない定義 だが,要 す るに話 し ことばの優先 であ る。い うまで も
な く,こ れ は一応 の階層 にめやす をお き,個 人差 をな らして標 準化した こ
とばで あって,「人 工的」で ある とい う批難 はまぬがれ ない。 しかし 無秩
序 なparoleの羅 列 よ りはましだ とい うわけで ある。 なぜ話 し ことば(そ
のなかで も会話)を 優先 したか?も ちろん,コ ミュ ニケー ションの もっ
と も直 接,有 効,一 般的表現 は会話 だか らで ある。 その うえ,話 し ことば
が即興的で あ るのに対 して,反 省 の余地 が あ る書 きことばは高度 に複 雑化
してい る。 さきの幼児 のよ うに,人 間は まず話す ことか らは じめたのであ
る。
こ こで誤解 を さけるために言 っておか なけれ ば な らない のは、話 し こと
ばの優 先は順序 とバ ランスの もんだい であ つて,こ れ らの方法 もまた一定
の推 移段階 を経 て話 し ことばか ら書 きことばへむか うとい うことで ある。
3.状 況 を もた ない こ と ば は な い
殆 どのparoleにお い て,表 現 は単 一 の要 素 で な く,い くつ か の要 素 の
結 びつ き(articulation)とし て あ らわれ る。 文 とい う とま ぎ らわ し い が,
話 し こ とば の 場 合chaineparl6e,書き こ とば の場 合phraseと これ を よ
ぼ う。
それ で は,chaineparl6eは独 立 して 存 在 し うるだ ろ うかP例 えば,
形 容 詞blancの 女 性 形 がblancheであ る こ とを 知 った だ け で は何 に もな
らな い が,こ れ を あ るchaineparl6e,たと えばCepapierestblanc.-
Tarobeestblanche.にし ただ け で よ い だ ろ うか 。 この よ うなchalne
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4par16e,単純 化すれ ばWhatisthis～-Thisisapen.式の会話が実際
に起 るだ ろ うか?
流通度の高いchaineparl6eでも,適 切 な状 況のなかで使 わなければ死
語 にひ としい。 これ につい て学生時代 にS先 生がい われた笑い話 を思い 出
すが,フ ランス人 の友人が 母親が病気 だ とい うので,「全 くの同情 を こめ
て」Tantpis(辞書 にはお気 の毒 さまとある)と い つた ところ相手は気 を
悪 くした,と い うのであ る。同 じお気 の毒 さまで も軽 い椰 楡 を含んでい る
Tantpisはこの ような状況では使われ ない ことを知 らなか ったため の悲
劇?で,も とは とい えば 日本訳がい けない のだが,日 本語→ フランス話
回路 を閉 じて しまったあ とに も もんだい は残 る。
例 えばIlm'abattu.とい うchaineparl6e[ilmabatu]は状 況 に よっ
て イン}ネ ーー ションが変 って くる。Aで はな くBが,と い ういみ に重 点を
お くな ら[i1]に,他な らぬ このわたしを,な ら[ma]に,けったん じ やな
くぶ つたんだ よ,な ら[ba]にア クセン トが来 るだろ う。 この よ うに,あ
る ことを言 うとき,各 要素 はそれ に代 わ ること もで きた他の要 素 を排除 し
て選 ばれ てい る とい う事 実いいか えば 各要 素の潜 在 力を,状 況を もたぬ
articalationは伝 える ことが出来 ない。
つ ま り,言 語が あ る体験の特殊 な分 析 として個人的 な実践 においてのみ
実現す る とい うことは,な ん らか の状況 の重 みを 持 たない 中性 のparole
は存在 しない とい うことで あ る。
状 況の重要性 は教 育心 理学か らも裏付 け られ る。paroleが実践 であ ると
い うのは明快 な事 実だが,語 学教 育では なか なかむずか しい。
新 しい 言語 は誰 で も使 ってみたい ものであ る。 ところがWhatisthis～
-Th三sisapen.式 の会話 では せ っか くの欲望 を つ ぶ して しまいかね な
い。 これ を満足 させ るのに一番 よい方法は,そ の表 現 をひ きだ した状況 を
もう一度 作 り,今 度 は彼 白身に その表 現 をひ きだ させ る(一 幻 覚 を あ た
え る)こ とで あ る。 もつと も,覚 えたparoleは他人 のparoleであ り,
この状況 はにせ の状況 であ る。いわば物 まね,遊 戯,最 上の場合 で演劇だ
が,子 供だ つて ことば のおぼ えはじめは物 まねで はないか?
4.音 声 と 音 綴
わたしは子供がいか にして言語活動 に参加 して くるか を知 らないが,た
またまSartreのFlaubert論に それに近い と 思 われ る箇所が あ ったので
引用 してみ る。
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5・・-lesensnedistinguepasduson,c'est-5-diredeIavo▲xqu三1'apro-
f6r6.AceniveauleIangagcoralexistccommeullsyncr6tisme:C'estun
moded'銚requilc(Gustave)visesansleconcernereto心lesensetlama.
tiさresontindiff6renci《≦s;iisepr《≦senteI)arphrasesentiさresplusencoreque
parlemot.
.(1'ldiotdela1?ainilleT,P362)
子 供 に と って は じめ て の言 語 活 動 は あ るひ とつ らな りの音 声 を 聞 く こ
と の は ず あ る。 この と き彼 は言 葉 の ふ たつ の面 の うち,音 声signifiant
だ け に 関 係 し てい て,概 念signifi6はお そ ら くず つ との ちに,signifiant
が あ る対 象 に 結 び つ い た と きに は じ め て 言 葉 の なか に 発 見 され るの だ ろ
う。第 二 の言 語 体 験 一 文 字 一 に近 づ くと き,子 供 は音 声 で 行 われ る言 語 に
つ い てsignifiantとsignifi6の一 致 を 知 って し ま って い る。綴 字graphie
は 音声 に よ るsignifiantの変 形 な の で あ って,こ れ は われ われ が 文 字 を読
む と きた だ 頭 の 中 でだ け に し ろ,必 ず音 声 化 を伴 ってい る こ とを考 えれ ば
わか る。
従 来 の方 法 で,graphさmeの 助 け をか りてphonbmeを 教 え,同 時 に
signifi6をも強 引 に一 致 させ て し ま う と き,signifiantとsignifi6の一 致
の ま え に文 字 に む か い あ っ たFlaubert家の 「馬 鹿 」 の困 惑 を再 現 させ て
い るので は な い か 。
それ に, 、音声 は 言 語 よ り経 済 的(フ ラ ンス語 でphonさmeは34,gra-
phさmeは は るか に多 数)で もあ る。
5.語 彙 の 基 準
従 来 のテキス トは使 われ る語彙 に基準が な く,全 く恣意的であ るか,特
定 のテーマにか んす る語彙 をあつめ る(Mauger)かしてい る。 と ころで,
われ われが会話 で使用 す る言葉 は全体か らみてほんの一部分 にす ぎない こ
とは誰 で も気がつ くことで あ る。 日常流通す る必要最低限 の基本語が わか
れ ば,あ た らし くわれ われ の会話 に加 わ ろ うとす る ものに とって,少 か ら
ぬ労 力の削減 に なるであ ろ う。
このよ うな試 みが フランス語について ユネス コ言語学委 員会 に よって行
なわれ た。委員会 は
① さま ざまな職業,年 令,学 歴,地 域 の275人の男女 におけ る163のH
常会話 を録音,分 析して,各 語 の全会話で の総数及び各会話へ の分布度 を
調べ,'
② 初等教 育の生徒た ちに,或 るテキス トる読んだ あ とでは じめに思いつ
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6い た語 を20,「家 」 「き もの 」 「遊 び 」 な ど16の テー マ に つ い て 思 い つ く
語 を20ず つ 書 か せ,
① か らは 語 の頻 度 と分 布(fr6quence,r6partition)
② か らは そ の潜 在 的所 有 度(disponibilit6)
の 双 方 に よ つて,基 本 的 フ ラ ン ス語LeFrangaisFondamenta1を集 成 し
た(1959)。中 にふ くまれ る語 はNiveaul1445(うち文 法語269)Niveau
II2000であ る。
同時 に① に つ い て文 法 的分 析 もお こな つて お り,FFIの 文 法 の項 に は,
meilleurは教 え るがmoindre,pireは必 要 で ない とか,lemien,letien
は必 要 で な い とか,動 詞 直 接 法 で も単 純 過 去,前 過 去 は教 え ない とい った
指 示 が な らん で い る。
FFに 対 し て は 会 話 の集 録 数 が た りない,も う古 くな つた語 が あ る,同
義 語 の反 復 が あ る,語 の潜 在 力(た と えばfeuはallumette,briqnet,
incendie,sinistre,・・を カ バー す る こ とが で きる とい うよ うに)を 考 慮 に
入 れ て ない,な どの さま ざ ま な批 判 が よせ られ て い るが,い ま だ に これ に
代 わ る ものが 出来 て い な い の で,最 近 の方 法 は語 彙 の選 択 や文 法 に つ い て
これ を参 照 し てい る。
II「新 しい」方 法
A.現 在行 われてい るもの
「伝 統的」方法 の批 判か ら,「新 しい」 方法 に共通す る輪 郭が つ ぎの よ
うに設定 され る。
{P母 国語 をい つさい使 わない。
12)状況のなかで の 「標準 的」 日常 会話 か ら出発す る。
(3}この会 話 を軸 にして,明 確 なm6thodologieのもとに フ ランス語 を
感得 させ る。
非常 に困難 な これ らの要請 をみたすため① の補 助 として視聴覚材が活用
され る。具体的 な状 況 を作 りだし,母 国語 ぬ きでそ こに行 われ る会話 の意
味 を把 握 させ るための視 覚材(filmfixe,まれ に8ミ リ映画,tableaude
feutre-1種の 自由 に動かせ る きりぬ き絵 一,絵 本,写 真,そ の他),
一定 の リズム ・イン トネー ションで正 確な発音の くり返 しがで きる聴覚材
(テー プ レコー ダ,レ コー ド,そ の他)の 参加 とと もに,す べ ての方 法が
一・一定 のmethoddogieのもとに組 まれ てい る。
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7わ た した ちが分 析 し,実 際 の クラ ス も見 学 す る機 会 を得 た の は次 の もで
の あ る。
幼 児 向
FrさreJacques(出版 社Hachette)
NiveauI(20課)獲 得 させ る語 彙300語
{〃II(23課)500〃III(20蓋果)900
(鵠i潔 欝IL徒)クラ_め 方(教師,
青 年 ・成 人 向
LaFranceenDirect(Hachette)
Niv.1(20課)言 吾彙850f II1,300
1113,000/ IV
(鵠轄 ㌻欝 欝 ∴_(教師)
VoixetImagesdeFrance(Didier)
{
Niv.I
II
III
鵠 霊 鑑 ∴_(教師)
LeFrangaisetlaVie(Hachette)
Ie「epartie(28課)語 彙848
{Ile(26課)IIIe未 出版
(却 轄i意_ラ ス_方(教師)
こ の 他 にBonjour,Line(幼児 向),LaFrancecommesiVousy6tiez
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8(青年 ・成 人 向),PourParlerFrangais(特定 地 域 向)な どが あ る。
B.「 新 しい」 方 法 に よ るプ ログ ラ ムの 作 成
専 門家 が 長 い 準 備 のの ちに 完 成 し,す で に経 験 を経 てい る既 成 の 方 法 を
使 用 す るの が 望 ま しい こ とは もち ろん だ が,実 際 に は,時 間 が た りな い
(Niv.1のプmグ ラ ムを全 部 消 化 す るの に,LaFranceenDirectで105
時 間,し か も集 中 的 に行 うほ ど効 果 が 高 い),高 価 で あ る(ラ ボ や テー プ
レコー ダの設 備 をの ぞい てFDNiv.1は 約11万 円,)な どの理 由 で 一般 教
育 の なか で は殆 ど不 可能 に近 い。 そ こで,や む を えず じ ぶ ん で プ ロ グ ラ ム
を組 む ば あい,一 つ の 課 目 を どの よ うに す す め てい くか を こそれ ぞれ の 方
法 の比 較検 討 に よ つて つ ぎの モ メ ン トに分 類 した 。
momentsd'unelegon(その 目的)
1.Dialogue、
(1)pr6sentation(状況 の全 体 的 把 握)
(2)explication(おのお の の 会 話 につ い て よ り正 確 な 理 解,こ とば
の文 法 的 意 味 の把 握)
(3)m6morisation(会話 の記 憶,イ ン トネgeショ ン,リ ズ ム,ア ク
セ ン トの体 得,発 音 矯 正)
2.Exploitationdecertainesstructures
(1)
(2)
(3)
Variation(単語 約 文 法 的 同 類表 現 の導 入>
Fixation(文法 的 構 成 の体 得)
Passageaur6cit(話し こ とば か ら書 き こ とばへ 一 最 初 の5課 ま
で は ない)
3.Versl'expressionlibre
(1)transformation(会言舌の 自 由 な 再 使 用)
(2)Jeux(同)
(3)conversation(同)進む に つ れ て 与 え られ た 状 況 を は な れ る
すべてのモメン トが はじめに提示 され る会話 にかか わってい るとい える
ので,教 え るべ き文 法事項 に そ って テーマ,状 況,「登場人物 」 を きめ,
さらに不 自然 でな く,し か も興味 をそそ る会話 を とな るとなかなか大変だ
が,会 話がで き,「教養 ある」 フランス人 をつか まえて テー プ をつ くり,
視覚材 もじぶんで用意 して,実 際 の クラスにはい る。 似 下の例はわたしが作
ったもの)
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文 法 事 項 一 命 令 法(10課 め く ら い に あ た る)
(註 生 徒 は 今 ま で に 青 髭,否 定 文,簡 単 な 疑 問 文 定 ・不 定 冠 詞,所 有 形 容 詞,場
所 の 前 置 詞,Etre,Avoir,Donner,Regarder・Allerの「直接 法 現 在 及 び ク ラ ス の 進
行 に よ っ て 得 た 語 彙 を も っ て い る も の と す る)
LDialogue
M.SATO(v・yag・u・j・p・n・i・)・Pa・d・n,mad・m・i・ell・'Oti・・tl・g・・e・・'il
vousPlait～
コMonique:』Lagare?Regardcz・
Alleztoutdroi七jusqu'aufeurouge,tourneztigauchee七prenezlaruede
laPa輌x.
Puis,tournezladeuxiもmeらdroitc.
Lagareestauboutdelarue・
M.SATO:Mercibeaucoup,mademolselle.
(1)
テ ー
り返 す 。
(2)explication(10分・)
視 覚 材 －TF
{聴_テ プー
1.Pardonmademoiselle,odestlagare,s,ilvousplait～
一(2凹 き か せ る)
一 つ ぎ にT .F上 でSATO氏 がMoniqueに 話 し か け Φ こ と を 示 し ・ 同 時 に
Par(lon,mademoiselle.
一 蹴 の 絵 を 提 示 し,Voilbunegare.C,estunegare.Qu・estest.cequec・est?
一一(生 徒)C,estunegare・
-T .Fの 上 に 駅 を お き,駅 の.ヒに 疑 問 符 。
Odestlagare～Lagareestparici?ouparici～
(道の あ ち こ ち を さ し な が ら)oacstlagare,s'ilvousplait～
-Pardonmademoiselle,otiestlagare,s,Uvousplait～
R6p6tez.(2,3人の 生 徒 に く りか え さ せ る)
?
?
?
?
Pr6sentation(5分)
視覧 材 －tableaudefeutre(以下T・Fと 略)
(旅行 トラン クを持 ったSATO氏,Monique・ 線 を くみ あわ て作 った
道 路,駅,赤 信号,ruedelaPaixの道路 名標 示板,矢 印→,疑 問符?)
聴 覚材 一 テー プ
プの音声 に あわせてそ の内容 をTFの うえに具体化 して い く。 何 も言わ ず2回 繰
Lagare～Regardez.(無 説1男,く りか え さ せ る だ け)
Alleztoutdroitjusqu'aufeurouge.
一 赤 信 号 の 提 示 。Voilbunfeurouge.… …..
一(道 の 上 に 矢 印)Alleztoutdroit
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一(矢 印 の先 に赤信号 をお く)jusqu,aufeurouge,
一(矢 印 にそ ってSATO氏 を赤信 号 まで移動 させ なが ら)Alleztoutdroitju-
squ'aufeurouge.
-R6P6tez.
一(ク ラスで)X ,Alleztoutdroitjusqu,hlapolte,
(本当に実行 させて 意味 がつか めたか ど うか た しかめ る)
以下,同 じよ うに続 け,最 後に もう一度全 体のpr6sentation。
(3)m6morisation(30分)
聴覚材 一 テー プ
ー 会話 ずつ何度 も くり直 させ る。おぼ えるご とに先 の会話 をつけ加 えて長 くしてい き,
▲ 体 を暗 記 させ る。 その途 中で矯 正。
つ ぎにTF上 に黙 って イ メー ジを作 り,会 話 を再構 成 させ る。 最 後にふ た りずつ生
徒 をえ らび,身 ぶ りもまじ えて演技?さ せる。(dramatisation)
-X ,tuesM.SATO.Y.tuesMonique.Allez・y.
2.Exploitationdecertainesstructures
(1)Variation(20分)
視 覚 材 －TF
-Otiestlagare?を 使 い な が らlemuS6e,1eth6atre,laposte,lap◎lice,
r6coleを導 入 す る 。
・-PrenezlaruedelaPaixを 使 い な が らprendreの ち が う意 味 を把 握 さ せ る 。
Prcnezdu七h6,ducaf6.
PrenezunbUS,untaxi.
Prenez.unbain、unedouche.
(2)fixation(1時間)
視 覚 材 －TF
{聴 覚材 一 テープ
こ こでは じめて定着 させるべ き文法 事項 に うつ るが,は っ きりした規 則 で説明せず,し 層
ぜ んに納得 させるた めに,必 要 な要素 と構 成は一定に た もち,変 化 の要素 だ けを きわ だて
る ように するので,つ ぎの よ うな構 成表 に する こ とが で きる。(exercicesstructuraux)
肯定命令
Plenez(2人称単 数)
prenons(1複)
prends(2単)
prenez(2複)
letaxi
否定命令
Ne
P「enez
pas 1etaxi
P「enons
prends
…
P「enez一
163
11
jusqu'5… ・
Allezjusqu'
au
hla
bP
feurouge
th6合tre
poste
police
h6pital
6cole
は じ め にT.Fの イ メ ー ジ に よ っ て 順 序 の と お り説 明,記 憶 させ,順 序 を くず し て 対
応 す る 構 成 が 反 射 的 に 出 る よ う に さ せ る。
テ ー プ で は
(6cou亡ez}Jevaisらi'6cole-(tu)-vasら.1'6cole・
Jeprendsunbain-(vous)一－Prenezunbain・
(r6prondez)Jevaisauth6atre-(vous)
の よ う に し て 知 っ て い る 動 詞 を 命 令 法 に す る 練 習 。
1課 に つ き,4-5組 の 練 習 を す る 。
(3).Passageaur6cit(35分).
一 は じ め にTF上 にimage・c16(す べ て の 会 話 を 想 起 さ せ う る 場 面)、を つ く り ・ そ
れ を み な が ら 自 由 に 質 疑 応 答 さ せ る 。
Quicst-ce～-C'estM.SATO・
Qu'est-cequ'ildit?一.'`Oinestlagare,s'ilvousplait'.・
etc.聞違 っ た 表 現 が で て も 直 さ なv)。 教 師 は Ωuiest-cequidemande～Quiest-
cequiluirEpond～ と交 通 整 理 を し,質 問 が 行 き づ ま っ た ら作 る 手 助 け を す る 。
一・一つ'ぎにimageな し で こ ん ど は 教 師 が あ ら か じ め 用 意 し たr6citに あ'うよ う に 順
序 だ て て 質 問 し;答 え せ る 。
'g
uiestLce～-r-C'estM.SATO.
QuiestM.SATO～ 一,-IlestunvoyagcurjaPonais・
.Qu'est-cequ'ilfait～一一11demandeらMglliquo.
gulest-ce.gu'illuidemande?-111ui・demandeo白estlagare.
一 最 後 にr6citを 作 ら せ,黒 板 に 書 き と る.。 余 計 な 枝 葉 を の ぞ き,適 当 な 新 し い 言
う
葉 を導入 す'る。で きた もの を ノー トに書 きと らせ る。
M.SATdestunvoyagcufjaponais.Dans]arue,ildemandehMonique
o白setrouvelagare.Elleluiindi(luelechemindclagare.Illa・remercie.
3。・Vers㍗express輌onlibre
(1)Transfo盗1ation(10分)
視 覚 材 －filmfixe(会 話 の 応 用 が で き る よ う に 別 の 状 況 を作 る)
獣 っ てfilmfixeを2回 通 し て み せ る 。 生 徒 は こ の 間 に 覚 え た 会 話 の 応 用 を 考 え る 。
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3固 め に1こ ま ず つ 区 切 り,そ れ に 対 応 す る 会 話 を 言 わ せ る 。 そ れ は 例 え ば つ ぎの よ う
に な る だ ろ う。
A-Bonjour,monsieur1'agent.Otiestlemus6e,s`ilvousplatt～
1'Agentdepolicc-Lemus6e?Tournezlatroisiさmeらdroite.
A-Mercibeaucoup,monsieurI'agent.
A.P.-Attendez,Regardez,lefeuestrouge.
(2)Jeux(30分)
視 覚 材 一 宝 島 の 地 図
Regardez・C'estuneileauxtr6sors・voildIestr6sor$,Jelescachequelque
part.Undevoscamaradessortdelaclasse,j'enseigneauxautresoinsetrou・'
ventlestr6sors.Vousluiindiquezl'endroit.D'accord～Alors,X,sorsde
laclasse.
再 び入 っ て き たX君 は
Vatoutdroitjusqu,augrandarber.
Tourneムgauchg・
Passelepon七.
Attention!ilyaunserpent.
な ど の 指 示 に 従 っ て,め で た く宝 を 見 つ け た ら9ayest!と い うわ け で あ る 。
(1),(2)には 絵 本 の 場 面 で 会 話 を 想 像 させ た り,詩 や 歌 を お し え た り,な ぞ と きや あ て
っ こ遊 び な ど,さ ま ざ ま な ヴ ァ リ エ ー シ ョ ン が あ る 。
(3)Conversationlibre(30分)は既 得 の す べ て の 状 況 に 応 用 さ れ る の で,割 愛 し た 。
このよ うに して得 るフランス語 と,従 来 の方法 で得 るフランス語 に どの
よ うな長短 があ るか は実際 にや つてみない と わか らない。 前者 はacqui-
sitionにおいて よ り完全 に近 づ くだ ろ うが,む ずかしい文章 に接 す るまで
に後者 の2倍,3倍 もの時間がか か ることは明白で ある。 われ われ に と っ
てフランス語が 母国語 であ る 日本語 とちが っ て 「話 す」 「読む」 に平 衡の
とれ た 「全体的」言語 としてあ らわれ る機会が す くないだ け,ど ち らか に
比 重が片 よ って しま うのは,言 語学的 見地 か らは遺憾 だが,じ っさい には
止む を得 ない現象 なのではないか?そ れ に この方法 は別 のか たちの言語
教 育が一緒 に行われ る と効果が な くな るので,か な りの間会話段階だ けを
我 慢 しなけれ ばな らない。わ たし自身英語 をな らいは じめて3年 めだか に
辞 書 と 文法書 をた よ りにMobyDickとと り組んだ 記 憶が あ るが,ま し
て知 識 をつんだ大学 生諸君が どれだ け この長 さに我慢が きるだ ろ うか。時
間数 が少 く,ク ラスが固定 してい ない大学 の第二外国語教 育に どの よ うに
適用 で きるだろ うかP問 題 はまだ山積 してい る といわね ばな るまい。
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